











































































る則。表1を見ると、元禄3 (1690)年から明和 5 (1768)年に至るまでは若干の増減は
あるも浦漕船15般・水船5般が基本的な準備数として認識されていた。しかし、その後、
安永9 (1780)年から倍増し、その後も浦漕船に関しては大きく変動していることが分か
年号 漂着先 淑~民 御fl:情紛数 備考
1¥身 冗語司船 ilsift船 水船 務儀}小平船 使紛 番紛 案内紛 別意紛 学紛
J官級3(1690) 年 紀州 南京 15 5 明病15年の記録より
元録9(1696)年 ~前 側鮮 15 5 明病15年の記録より
宝暦" (754) ~~ 八丈偽 l旬~ 16 6 明利5年の記録より
19狗5(1768)年 紀州熊野浦 中凶 15 5 事利JI:年の記録では違う
安永9(780)年ω州胡美総 市京 2 381 10 4 3 21 10 事布1ft年の記録ではiう
立政2 (1790)年 土州 南京 381 20 判1n;~Q)記録叫引
寛政8 (1796)年 奥州十ニ浜 中国 22 5 事.f{l:1i;年の記録では迩
.~和Jé (1801)年 紀州日高浦・遠州~村繍 jtJ京 3 36 9 3 6 3 
文化4(1807)年 ド総銚子波 i何京 48 2 4 
文化6(1809)年 土州~ì事 江蹴 12 2 l 
文化13(1816)年 伊豆下回 南京 2 24 4 2 2 2 21i1n沼紛li直前iこm船へ | 
文政4(1821)年 紀州熊野浦 中凶 2 30 4 2 2 2 2浦湖紛は直前に地鉛へ | 
文政9 (1826)年 遠州下吉凶 1'1当 2 35 4 4 2 2 2 





































































































































































































































































































































































(13) r中島町誌J1968年、 274ペー ジ。
(14) 異国使節以外に対する「御仕構Jの詳細については東1999を参照。また、琉球使節に対する「御
仕榔Jゃ接待そのものの様相に関しては前掲玉井2008を参照のこと。
(1司伊予史談会双書19r松山藩役録J(伊予史談会、 1989年)所収
(16) 前掲伊予史談会双書19r松山藩役録j
(間前掲東1999、及び「八原家文書解題J<r愛媛県歴史文化博物館資料目録第7集武家文書目録j
所収)を参照。
(1紛 西村亀太郎「八原家御用日記摘録Jr愛媛の文化J25号、 1986年
(1紛石丸和雄「八原家御用日記を読んで(上下)Jr伊予史談J286・287号、 1992年
凶前掲玉井2011
側金沢兼光「和漢船用集J(文政10(1827)年、早稲田大学中央図骨館所蔵)
凶 「紀州熊野浦江漂着異国人御用記録」八原家文書103、愛媛県歴史文化博物館所蔵
倒久留島浩「盛砂・蒔砂・飾り手桶・待ー近世における「馳走」のーっとしてーJr史学雑誌j
98-5号、 1986年)
凶瀬戸内海における海上馳走に関しては玉井2011を参照のこと。
関 「紀州漂着異国人御用控土州江漂着之江南船一件控」八原家文書115、愛媛県歴史文化博物館
所蔵
側 「紀州江遠州江漂着異国人御用控J八原家文書107、愛媛県歴史文化博物館所蔵
間詳細は玉井2008.2∞9を参照のこと。
側前掲「紀州江遠州江漂着異国人御用控J
卸1) r下総国江漂着之南京人御用控J八原家文書109、愛媛県歴史文化博物館所蔵
側以上、明和5年に関する記述の出典は前掲「紀州熊野浦江漂着異国人御用記録Jより。
側以上、安永9年に関する記述の出典は「防州胡美浦へ漂着南京人一件御用J(八原家文書104、
愛媛県歴史文化博物館所蔵)
関以上、寛政2年に関する記述の出典は「土州江漂着南京人御用控J(八原家文書105、愛媛県
歴史文化博物館所蔵)
倒琉球使節通航に関しては玉井2∞8を参照。
砲の 以上、寛政8年に関する記述の出典は「辰歳奥州江漂着異国人御用控J(八原家文書106、愛
媛県歴史文化博物館所蔵)
回以上、享和元年に関する記述の出典は前掲「紀州江遠州江漂着異国人御用控」。
回以上、文化4年に関する記述の出典は「下総国江漂着之南京人御用控J(八原家文書109、愛
媛県歴史文化博物館所蔵)
間以上、文化6年に関する記述の出典は「土州江漂着之江南船御用控J(八原家文書110、愛媛
県歴史文化博物館所蔵)
倒以上、文化13年に関する記述の出典は「伊豆国江漂着南京人御用控J(八原家文書111、愛媛
近|止日本における謀滑民送還と瀬戸内海 15 
県歴史文化博物館所蔵)
倒 以上、文政4年に関する記述の出典は「紀州江罷着異国人御用控J(八原家文書112、愛媛県
歴史文化博物館所蔵)
側 以上、文政9年に閲する記述の出典は「遮州江謀者之異国人御用控J(八原家文書113、愛媛
県歴史文化博物館所蔵)
制1) 前掲水本1990・2002
同前掲「述州江1漂着之異悶人御用控」
O3) 玉井2006・2007・2008、鴨顕2005・2006などを参照。
帥前掲「下総図江諜着之南京人御用控J
附前掲「土州江漂着之江南船御用控」
側玉井2008参照。
開 山本英貴「寛政期の幕府海防政策と北部九州水域J<r海事史研究J64号、 2007年)、上回純子
「寛政期の萩滞毛利家における海防問題Ja山口県史研究J16号、 2008年)
